
特別支援教育（個に応じた支援）の充実 

必要な学習規律・支持的風土が醸成された安心できる学級づくり 

令和８年度 伊良林小学校 学力向上プラン 

学力向上数値目標 

・ 各学年の学力調査の課題を改善する授業実践の取組により、全ての領域

の正答率を県平均以上にする。 
 

 

長崎の教育の手引書・授業改善メソ

ッド・学びの習慣化メソッドを取り

入れた授業改善 

①目の前の子供に必要な「主体的な学び」「深
い学び」「個別最適な学び」「協働的な学び」
の4つの視点から授業改善 

②「めあて（課題）」と「まとめ」が子供に届
く授業の構築、ねらいに即した「書く活動 

（理由や根拠を明らかにして書く）」の重視 

③子供自身が学習や生活をマネジメントできる
力を育成するための、振り返り・自己決定の
重視 

校内研修の取組 
研究主題 

主体的に考え、共に学び合う 

(深め合う) 子供の育成 

以下の取組を通じて、子供の確かな学力（資
質・能力）の育成を図る。 

①低・中・高・特別支援の各実態に合わせた 

「主体的に考える姿」「共に学び合う姿」「共に
深め合う姿」の明確化と、教師の手立ての具
体化 

②各学年の授業改善ポイントの具体化・実践 

③教科による見方・考え方の整理 

 

学力調査をもとにした授業改善 
３～６年の学力調査結果をもとにした授

業改善プラン 

１年：絵や図を用いた課題の視覚化／ひらがな
カタカナの定着 

２年：音読・記述機会の増加／数の概念の理解
と計算の習熟 

３年：条件の整理（線引き・図表化）／振り返
り等での文章表現 

４年：図と文章の相互変換／根拠を挙げた意見
の構成と推敲 

５年：関係図・線分図による数量の把握／資料
やデータの分析・要約 

６年：条件や数量関係の整理と立式／情報を順
序立てて読む精読 
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